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最初にスプリッタの等価反射係数やSWRを定義することが重要です。このパラメータについては、R. 
A. Johnson著の"Understanding Microwave Power Splitters," Microwave Journal, December 1975で
説明しています。

方法1：
3ポート/4ポート・ネットワーク・アナライザを使用すると、全ての必要なSパラメータを同時に測定でき

ます。式（1）と（2）のSパラメータは複素数で、結果を計算するためにプログラムを使用すると良い

でしょう。その1つに、keysight VEE（このパラグラフの最後にあるリンクを参照してください）があ

ります。keysight E5071Bネットワーク・アナライザのデータを処理するkeysight VEEプログラムの画面
イメージを以下に示しています。E5071Bは4ポート・ネットワーク・アナライザです。このアナライザを

使用すると、スプリッタの3ポートすべてを直接測定することができます（1回の接続で全ての必要なS
パラメータが測定されます）。この方法ではスプリッタのポート1は負荷ではなくネットワーク・アナラ

イザの補正済みソース・マッチによって終端されます。プログラムにより、測定したSパラメータを収集
し、等価VSWRおよびその他の重要なパラメータを計算します。最初の2つの画面と最後の2つの画面
は、「完全な計算式」（1）および（2）、「簡略化した計算式」（3）および（4）を使用して、11667Aス
プリッタのポート2およびポート3の等価VSWRを周波数（300kHz～8.5GHz）に対して計算した結果
です。 中央の2つの小さな画面は2つのポート間の振幅と位相のトラッキングを示しています。グラフ

からトラッキングが優れていることが理解できます。このため、完全な計算式と簡略化した計算式の
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結果はほぼ同じです。図の後に続くパラグラフで、簡略化した計算式について説明します。説明から

も結果が非常に似ていることが分かります。 keysight VEE Pro

Larger View

方法2：
2ポート・アナライザを使用してSパラメータを測定する場合、式(1)と式(2)の代わりに以下の近似式を

使用してください：

式の簡略化は次の注意事項を基にしています。出力アーム間のトラッキングが仕様内で、対称性のあ

るスプリッタなので、S21 = S31となります。式（2）と（3）ではこれらはキャンセルされます。2ポー

ト・アナライザを使用して測定するには、整合の取れた負荷をスプリッタのポート１に接続し、スプ

リッタのポート2と3をアナライザのポート1と2に接続します。その結果、上の（3）および（4）の計
算式は以下のようになります。

https://www.keysight.com/main/redirector.jspx?action=ref&ckey=1476554&cname=PRODUCT&NEWCCLC=JPjpn
https://www.keysight.com/main/redirector.jspx?action=ref&ckey=525757&cname=EDITORIAL&NEWCCLC=JPjpn
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最初にS21 （またはS12）を測定し、ネットワーク・アナライザのメモリに保存した後、DATA - 

MEMORY機能をオンにした状態で、S11（またはS22）を測定して表示します。SWRフォーマットの場

合、スプリッタのポートの等価SWRが表示され、両方のポートを1回の接続で測定できます。

ただし、スプリッタが入力SWRおよびトラッキングに関するその他のすべてのテストに合格している

場合は、一般的にスプリッタの等価SWRを測定する必要はありません。これは、等価反射係数は、測
定済みのSパラメータを基にして計算されるためです。これらの測定値が仕様内である場合は、等価
反射係数の結果も期待される範囲内となります。
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